
●連携支援センター“縁”相談事例 
問：脳出血後リハビリ不十分のまま退院。左半身麻痺あり歩行不安定。発症後半年未満である。補装
用具が必要だと思うがどのようにすれば良いのか？（５０歳代、介護保険申請中） 
 
地域福祉課と連携し回答： この方の場合は発症後半年経過しておらず障害の程度が確立していませ
ん。医師と相談し医師が治療上必要と認めた場合は、治療用の補装具費支給申請が可能。 
 
（参考）※福祉用具（補装用具含む）を選択する場合は対象者が使える制度の優先性を考慮すること
が必要です。制度によって支給できる福祉用具も異なりますので注意が必要です。 
各種医療保険（国民健康保険、社会保険、各種共済保険）、労働者災害補償保険法、船員保険法、
公務員災害保険法、戦傷病者特別援護法、介護保険法、障害者総合支援法、生活保護法などがあ
ります。 
経済的に負担可能な場合や上記制度が利用できない場合は全額自己負担で作成することもあります。 
 
 
 

湖西市 在宅医療・介護 
 

連携支援センター 
“縁” だより 
 
～湖西で あんきに 暮ら住まい～ 

第10号 
２０１９年 ９月 

去る７月２４日（水）居宅介護支援事業所連絡会
に於いて県医師会在宅医療推進センター及びＳ
ＢＳ情報システム医療事業部のご指導により、43
名の方が端末（ＰＣ）操作体験を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
☆★☆浜名医師会からは伊藤健会長及び牛田
知宏理事が参加☆★☆ 

多職種間の情報共有に優れている『シズケ
ア*かけはし』をお勧めいたします。（静岡県

医師会、静岡県居宅介護支援専門員協会 
推奨） 
ご参加の皆様お忙しい中、有難うございました。 

【第10号内容】 
○シズケアシステム（シズケ
ア＊かけはし） 
○連携情報 
○講演会・研修会案内 
○ACP関連 

連携情報 

シズケアシステム（シズケア＊かけはし） 

ドキドキ 

するね！ 

どうや
るの？ 

こんなこ
とが出来
るんだ！ 

掲示板見

たら色が
変わるん
だ。 

意外とわ
かりやす
かったよ。 



連携支援センター“縁”（ゆかり）開設時間 月、火、木、金の９：００～１６：００ 

電話：  ０５３－５７６－４９００（直通） 

ＦＡＸ：０５３－５７６－１２２０ 

メール：kourei@city.kosai.lg.jp 
◇関係者の皆様で共有したい情報、知りたい情報がありましたら当センターにご連絡下さい。 

               

              編集 連携支援センター“縁” 

発行 静岡県湖西市役所健康福祉部長寿介護課 

講演会・研修会案内 

ACP（人生会議）関連 

～～～今年度の多職種連携研修では「ＡＣＰ」について学ぶ予定です。～～～ 
 
国の施策や各専門職団体でも「ＡＣＰ」の普及に力を入れています。湖西市は昨年度「ＡＣＰ」について
総括的な研修を行いました。エンディングノートも市民の皆様へ配布開始しています。 
第１回（９月）は専門職の年代差を知った価値観共有の為、「もしバナカード」を使用したマイスターによる
「もしバナゲーム」を行います。少人数(1グループ４名位）がより理解しやすい為、１０グループ約４０名ず
つ２回に分けて行う予定です。 
第２回（１１月）は「ＡＣＰ」の会話のテクニック（仮称）について講話を予定しています。 
第３回（２月）はグループワークの予定です。 
長寿介護課より事前に研修会の案内をしますので確認の上、ご参加頂きたいと思います。 
            {詳細は湖西市ホームページ、湖西市在宅医療介護連携推進協議会議事録（要旨）参照} 

浜名医師会 市民公開講座 
 
テーマ「令和時代の受動喫煙対策～健康寿命の延伸を目指して～」 
講師 浜名医師会理事 加藤一晴先生 
 
日時 令和元年９月８日（日）13：30～15：00 
場所 健康福祉センター（おぼと）３階 研修室 
対象者（一般市民 どなたでもご参加いただけます。） 
入場料 無料 
主催 浜名医師会 ☎053-576-5510 
 

第１回 湖西市多職種連携研修会 

内容  講義と『もしバナゲーム』の体験 

講師  （がん看護専門看護師）番匠千佳子様     

    （浜松市医師会）   山下いづみ様 

日時  第１グループ 令和元年９月12日（木）１９時３０分～２１時 

    第２グループ 令和元年９月25日（水）１９時３０分～２１時 

場所  市立湖西病院 ２階講堂 

対象者 湖西市内の医療介護専門職 
 

（詳細は湖西市よりメールでお知らせしておりますがご不明な点は連携支援センター
“縁”へお問い合わせください） 


